
No. 登録内容(動保のみ)

第4 検体データ（追加登録）

00 記入年月日 ※自動記録

01 廃棄・譲渡・再検査年月日

02 譲渡先

03 分離・診断年月日

04 病原体・病理切片の名称

05 病原体・病理切片の量

06 その他

No. 登録内容(動保のみ)

第2 個体情報（愛玩・展示）

01 動物種

02 飼育場所(市町村)

03 飼育手法(室内or室外)

04 初診年月日

05 診断(検案)年月日

06 死亡年月日

07 搬入状態(健康畜・患畜)

08 年齢

09 性別

10 体長

11 体重

12 ワクチン接種歴

13 その他

No. 登録内容(動保のみ)

第2 個体情報（野生）

01 動物種

02 発見・捕獲場所(市町村)

03 緯度

04 経度

05 搬入状態(死亡・捕獲等)

06 捕獲手法(銃・罠等)

07 測定者(職員・猟師等)

08 性別

09 体長

10 体重

11 成獣、幼獣の判別

12 解剖日時

13 その他

No. 登録内容(動保のみ)

第3 検査内容・検査結果

00 記入年月日 ※自動記録

01 追加検査(病理・生化学)

02 検査区分責任者

03 感染症名

04 検査手法(ELISA等)

05 検査開始日

06 検査結果判定日

07 検査結果(陽性･陰性･不明)

08 測定結果(SP値等)

09 その他

No. 登録内容(動保・家保)

第１ 検体データ

99 検体番号（7桁）※自動採番

99 記入年月日 ※自動記録

01 データ登録者

02 採材者（職員・猟師等）

03 搬入(受領)日時

04 家保区分

05 採材年月日

06 動物種

07 検体の種類(検査or保管)

08 検体の種類(細分類)

09 検体保管番号（6桁）

10 廃棄予定年月日

11 （提供者名）

12 （病鑑台帳番号）

13 解凍の有無

14 その他

登録データ項目一覧



追加検査

検査結果

（材料）

測定結果

検査手法

感染症名

検体番号、責任者

検査内容・検査結果データのイメージ

【補足】

• 次のツリー図は、検査する感染症及び検査手法が最も多いイノシシの検査内容・検査結果データの登録イメージ。

• 検体番号と検体保管番号をシステム上で紐づける仕様とする。

• 検査手法によって、検査結果が異なることがある。（レプトスピラ症の細菌分離培養をした結果、肝臓は陰性、腎臓は陽性、心臓は不明といった結果が出ること
がある。）

• 追加検査は、基本的に検査結果が陽性だった検体について、追加で病理検査又は生化学検査を実施した場合にデータ登録する。病理検査又は生化学検査の
結果はデータベースに馴染まないため、本システムでは追加検査を実施したことのみを登録し、県で別途管理する。

• 検査する感染症、検査手法、測定結果等の項目は適宜変更されるので、登録項目は職員で自由に追加・削除できる仕様とする。
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